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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
君
が
愛
す
こ
の
世
界
で
 

＝
Ｂ
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ｔ
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ｏ
ｒ
ｌ
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【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
０
９
４
Ｙ

【
作
者
名
】

　
櫻
庭
 

稜

【
あ
ら
す
じ
】

　
ね
ぇ
、
君
は
こ
の
世
界
が
好
き
か
い
？

俺
は
嫌
い
だ
よ
。

こ
ん
な
世
界
、
大
嫌
い
だ
。

で
も
、
君
が
好
き
だ
と
言
う
の
な
ら
、
俺
は
×
×
で
も
喜
ん
で
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
。

さ
ぁ
、
君
の
愛
し
た
こ
の
世
界
で
、
何
と
嘆
こ
う
か
？

（
※
残
酷
な
表
現
、
描
写
。
卑
猥
な
描
写
、
表
現
が
登
場
し
ま
す
。
苦
手
な
方

は
即
座
に
バ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ザ
）
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（
※
屈
折
、
歪
み
切
っ
た
、
世
界
を
斜
め
か
ら
見
た
物
語
の
為
、
所
所
面
倒
な

部
分
も
あ
り
、
稚
拙
な
文
章
も
あ
り
ま
す
が
、
暇
潰
し
に
で
も
読
ん
で
貰
え
れ

ば
こ
れ
幸
い
で
す
。
で
は
、
ど
う
ぞ
）
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第
一
章
主
要
用
語
紹
介

＝
科
織
市
＝

し
な
し
き
し

県
下
で
も
そ
れ
な
り
に
大
き
な
市
だ
が
、
か
な
り
露
骨
な
造
り
の
市
。

市
の
中
央
を
割
っ
て
東
西
に
走
る
『
織
那
川
』
を
挟
ん
で
、
北
側
が
都
市
機
能

し
き
な
か
わ

を
集
中
さ
せ
た
市
街
地
。
南
側
が
そ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
住
宅
地
。
そ
れ
を
大

鉄
橋
『
科
織
大
橋
』
が
結
ん
で
い
る
と
言
う
形
の
都
市
。
学
校
の
数
は
多
く
、

一
種
の
学
園
都
市
と
も
呼
べ
る
状
態
だ
が
、
そ
れ
に
は
市
の
規
模
が
足
り
て
お

ら
ず
、
範
囲
も
足
り
な
い
為
に
、
学
園
都
市
と
は
な
れ
な
い
。

＝
科
織
高
等
学
校
＝

科
織
市
の
中
で
も
有
名
な
高
等
学
校
。

成
績
と
し
て
は
中
の
中
。
特
に
校
則
も
厳
し
く
な
く
、
バ
イ
ク
登
校
す
る
者
も

存
在
す
る
位
の
学
校
。

但
し
、
他
人
に
迷
惑
は
掛
け
る
な
、
と
の
事
か
ら
、
余
り
生
徒
達
は
不
良
と
は

言
え
ど
も
不
真
面
目
で
は
な
い
。

中
に
は
風
変
わ
り
の
者
も
居
る
が
、
直
ぐ
に
空
気
を
読
ん
で
変
わ
る
。

＝
謎
の
高
校
生
失
踪
事
件
＝

三
ヶ
月
以
上
前
か
ら
市
を
騒
が
せ
て
い
る
失
踪
事
件
。

新
聞
の
一
面
に
も
取
り
だ
足
さ
れ
、
警
察
も
捜
索
願
や
、
捜
索
届
け
、
捜
索
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
の
所
発
見
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。

＝
物
質
世
界
＝

マ
テ
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

今
の
主
人
公
達
の
生
き
て
い
る
世
界
を
指
す
言
葉
。

物
理
法
則
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
普
段
の
生
活
で
は
目
の
前
に
展
開
さ
れ
る
事

象
そ
の
物
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

＝
逆
転
世
界
＝

リ
バ
ー
サ
ル
ワ
ー
ル
ド
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物
質
世
界
の
反
対
の
世
界
。
物
理
法
則
に
支
配
さ
れ
ず
、
己
の
意
志
の
ま
ま
に

動
き
、
舞
い
、
巡
る
事
の
出
来
る
空
間
。
常
人
で
入
っ
て
い
ら
れ
る
時
間
は
二

時
間
が
限
度
ら
し
く
、
そ
れ
は
精
神
を
蝕
む
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。

＝
『
Ｐ
』
＝

ル
エ

逆
転
世
界
の
み
に
現
れ
る
、
物
質
世
界
に
存
在
し
得
な
い
奇
怪
生
物
。

奇
妙
な
形
を
持
つ
者
や
、
光
線
、
閃
光
を
放
つ
者
も
存
在
す
る
ら
し
い
。

形
は
様
々
で
、
人
型
、
獣
型
な
ど
が
一
般
的
。
級
に
よ
っ
て
、
強
さ
が
違
い
、

ク
ラ
ス

最
上
級
に
な
る
と
単
独
討
伐
は
不
可
能
以
前
に
禁
止
さ
れ
る
。

＝
眠
り
姫
＝

主
人
公
が
君
を
指
す
言
葉
。

眠
り
続
け
、
眠
り
続
け
る
不
老
不
死
の
存
在
。

決
し
て
目
を
覚
ま
す
事
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
信
じ
て
い
る
ら
し

い
。

＝
黒
鷲
＝

逆
転
世
界
に
行
く
事
の
出
来
る
『
Р
』
討
伐
組
織
。

依
頼
が
あ
れ
ば
普
通
に
殺
し
屋
と
し
て
も
稼
動
す
る
が
、
大
体
は
討
伐
が
メ
イ

ン
。

最
大
四
人
グ
ル
ー
プ
で
の
行
動
を
行
い
、
討
伐
し
た
成
果
を
上
げ
て
行
く
。

逆
転
世
界
に
地
平
線
は
無
い
為
に
、
現
れ
れ
ば
群
れ
で
現
れ
る
の
が
お
約
束
だ

と
言
う
。
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第
一
章
登
場
人
物
紹
介

名
前
：
秋
瀬
十
夜

あ
き
が
せ

と
お
や

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
科
織
高
等
学
校
二
年
生

出
身
：
科
織
市

所
属
：
黒
鷲

本
作
品
の
主
人
公
に
し
て
、
語
り
部
。

藍
色
に
近
い
黒
色
の
髪
に
、
藍
色
の
瞳
を
持
つ
、
線
の
細
い
女
性
の
様
な
青
年
。

『
僕
』
と
『
俺
』
の
二
つ
の
一
人
称
を
使
い
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
で
遣
い
時
が
あ

る
と
の
事
。

運
動
神
経
も
頭
も
並
々
だ
が
、
何
処
か
ポ
エ
マ
ー
な
一
面
を
持
ち
、
反
射
神
経

と
反
応
速
度
が
尋
常
で
は
無
い
速
さ
を
誇
る
。
ル
ッ
ク
ス
は
中
の
中
あ
た
り
な

の
だ
が
、
現
実
を
斜
め
上
目
線
か
ら
見
る
為
、
常
人
と
は
少
し
違
っ
た
価
値
観
、

客
観
性
を
持
つ
。
温
厚
で
、
人
当
た
り
の
良
い
人
物
だ
が
、
一
旦
冷
酷
な
牙
が

剥
け
ば
、
赤
子
で
も
女
で
も
喜
ん
で
殺
す
性
格
へ
と
変
貌
す
る
。
資
金
問
題
で

働
く
か
働
か
な
い
か
を
判
断
す
る
ら
し
い
。

名
前
：
不
明

通
称
：
眠
り
姫

年
齢
：
不
詳

職
業
：
不
明

所
属
：
無
し

体
質
：
不
老
不
死

中
央
病
院
に
十
年
近
く
入
院
し
て
い
る
少
女
。

白
い
、
白
銀
に
近
い
長
い
髪
に
、
小
さ
く
華
奢
な
体
の
持
ち
主
。

不
老
の
為
に
年
を
取
ら
ず
、
不
死
の
為
に
死
ぬ
事
の
許
さ
れ
な
い
存
在
。

過
去
に
強
大
過
ぎ
る
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
為
、
植
物
状
態
へ
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
の
事
。
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全
身
に
様
々
な
機
械
、
体
温
、
血
圧
、
心
拍
、
脳
波
を
測
る
装
置
を
取
り
付
け

て
い
る
為
、
入
る
事
が
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、
十
夜
と
専
属
の
医
師
だ
け
と
な

っ
て
い
る
。

名
前
：
篠
宮
真
弓

し
の
み
や

ま
ゆ
み

年
齢
：
２
１
歳

職
業
：
科
織
大
学
三
年
生

出
身
：
科
織
市

所
属
：
黒
鷲

黒
鷲
に
所
属
す
る
美
人
。
通
称
『
女
傑
』
。

黒
く
綺
麗
な
長
い
髪
と
、
若
干
深
緑
色
を
し
た
瞳
を
持
つ
絶
世
の
美
女
。

冷
静
沈
着
で
、
任
務
の
事
な
ら
ば
必
ず
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
余
り

に
無
駄
な
事
に
首
を
突
っ
込
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
良
く
注
意
さ

れ
る
。

視
力
が
異
常
な
ま
で
に
良
く
、
相
手
の
動
き
が
止
ま
っ
て
見
え
る
ほ
ど
だ
と
言

う
。

下
着
は
下
の
み
で
、
上
は
付
け
な
い
派
ら
し
い
が
、
実
際
以
前
に
大
変
な
事
に

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
に
上
は
付
け
な
い
と
の
事
。
酒
が
入
る
と
猫
語

を
使
用
し
、
滅
茶
苦
茶
な
性
格
へ
と
変
貌
す
る
の
で
注
意
。

名
前
：
真
田
真
琴

さ
な
だ

ま
こ
と

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
科
織
高
等
学
校
二
年
生

出
身
：
外
部

所
属
：
黒
鷲

立
派
な
男
子
生
徒
で
、
十
夜
の
友
人
。

赤
色
の
髪
に
、
茶
色
の
瞳
を
持
つ
若
干
不
良
混
じ
り
の
高
校
生
。

特
攻
隊
長
と
し
て
活
躍
し
、
前
線
で
は
必
ず
数
十
体
片
付
け
て
か
ら
舞
い
戻
る
。

明
朗
快
活
で
、
ム
ー
ド
メ
イ
カ
ー
と
し
て
黒
鷲
で
は
有
名
で
も
あ
る
。
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甘
味
大
好
き
野
郎
の
為
、
良
く
十
夜
の
家
に
乗
り
込
み
茶
菓
子
を
食
べ
に
来
る

事
が
多
々
あ
る
。

健
全
な
男
子
高
校
生
故
、
真
弓
に
惹
か
れ
る
場
面
が
チ
ラ
ホ
ラ
見
ら
れ
る
。

名
前
：
敷
浪
＝
Ａ
＝
常
磐

し
き
な
み

と
き
わ

本
名
：
敷
浪
＝
ア
ル
フ
レ
デ
ィ
オ
＝
常
磐

年
齢
：
不
詳

職
業
：
黒
鷲
最
高
責
任
者
に
し
て
統
括

出
身
：
科
織
市

所
属
：
黒
鷲

黒
鷲
の
最
高
責
任
者
に
し
て
統
括
を
務
め
る
男
。

威
厳
漂
う
風
貌
の
持
ち
主
だ
が
、
温
厚
で
人
当
た
り
の
良
い
人
物
。

ク
リ
ー
ム
色
に
近
い
髪
を
後
ろ
で
束
ね
て
お
り
、
緑
色
の
瞳
が
嫌
に
目
立
つ
。

ハ
ー
フ
の
為
に
、
時
折
英
語
を
織
り
交
ぜ
て
く
る
事
が
あ
る
。

作
戦
時
は
冷
静
に
状
況
報
告
等
を
行
う
。

名
前
：
大
和
田

職
業
：
教
師

年
齢
：
３
５
歳

十
夜
の
学
校
で
教
師
を
務
め
る
体
育
教
官
。

厳
し
い
分
、
優
し
い
教
師
の
鑑
だ
が
、
時
折
ツ
ッ
コ
ム
。
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俺
と
彼
女
（
前
書
き
）

さ
て
、
と
。

既
に
深
夜
で
す
ね
、
も
う
二
時
半
過
ぎ
。

良
い
子
は
寝
る
時
間
で
す
よ
う
、
て
ね
。

ま
あ
、
良
い
子
じ
ゃ
な
い
俺
が
言
う
の
も
何
で
す
が
…
…
。

で
、
で
す
よ
。

今
回
、
非
常
に
斜
め
目
線
の
小
説
で
す
。

酷
い
物
で
す
、
で
す
の
で
暇
潰
し
に
で
も
ど
う
ぞ
。

で
は
で
は
！
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俺
と
彼
女

　
ふ
わ
り
と
、
花
の
香
り
が
流
れ
出
し
た
。

　
室
内
の
証
明
は
落
ち
て
い
る
。
窓
か
ら
差
し
込
む
月
明
か
り
が
、
ほ
の
か
に

部
屋
を
照
ら
し
て
い
る
。

　
病
室
は
、
中
央
を
大
き
な
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
事
が
多
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
病
室
は
違
っ
た
。

　
普
通
の
病
室
で
は
有
り
得
な
い
量
の
電
子
機
器
が
、
周
囲
に
は
並
べ
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
伸
び
た
線
が
床
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

コ
ー
ド

　
普
通
の
病
室
に
は
有
り
得
な
い
光
景
だ
。
普
通
の
病
室
に
有
る
と
し
た
ら
、

血
圧
計
程
度
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
彼
女
の
周
囲
に
あ
る
の
は
、
心
拍
、
脳

波
、
血
圧
、
体
温
を
測
定
す
る
機
器
や
、
点
滴
機
器
。
そ
れ
は
ま
る
で
救
急
救

命
の
人
間
に
使
う
様
な
電
子
機
器
が
此
処
に
は
勢
揃
い
し
て
い
る
の
だ
。

　
俺
の
鼓
動
に
合
わ
せ
る
様
に
、
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
、
と
言
う
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム

を
刻
む
電
子
音
が
部
屋
に
は
響
き
続
け
て
い
る
。

「
お
早
う
、
眠
り
姫
…
…
。
今
日
は
ど
ん
な
夢
を
み
た
ん
だ
い
？
」

　
俺
は
そ
う
問
い
掛
け
る
。

　
勿
論
返
答
は
な
い
。

「
俺
は
君
が
目
覚
め
て
、
僕
と
デ
ー
ト
し
て
い
る
夢
を
み
た
よ
。
滑
稽
だ
ろ
う



10

？
」

　
漏
れ
る
笑
い
も
、
今
の
彼
女
に
は
届
か
な
い
。

「
ね
ぇ
、
眠
り
姫
？
」

　
俺
は
線
を
踏
み
越
え
、
彼
女
の
横
た
わ
る
ベ
ッ
ド
に
歩
み
寄
る
。

「
君
は
こ
の
世
界
が
好
き
か
い
？
」

　
そ
の
ま
ま
彼
女
の
眠
る
邪
魔
に
な
ら
な
い
位
置
に
腰
掛
け
れ
ば
、
そ
っ
と
彼

女
の
頬
に
触
れ
る
。

「
俺
は
嫌
い
だ
よ
」

　
透
き
通
る
様
に
白
い
肌
に
指
先
を
滑
ら
せ
、
首
筋
に
触
れ
る
。

「
こ
の
世
界
が
大
嫌
い
だ
よ
」

　
指
先
を
滑
ら
せ
続
け
、
そ
っ
と
離
せ
ば
自
嘲
め
い
た
笑
み
を
浮
か
べ
、
彼
女

に
投
げ
掛
け
る
。

「
君
は
こ
の
世
界
の
何
処
が
気
に
入
っ
て
る
ん
だ
い
？
」

　
返
答
が
な
い
の
は
解
っ
て
い
て
も
、
投
げ
掛
け
続
け
る
。

「
解
ら
な
い
。
君
が
こ
の
世
界
を
気
に
入
っ
て
い
る
理
由
が
…
…
。
ま
あ
、
確

か
に
俺
は
こ
の
世
界
が
大
嫌
い
だ
よ
。
君
が
気
に
入
っ
て
い
る
理
由
が
本
当
に

解
ら
な
い
程
に
ね
？
」
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自
嘲
め
い
た
笑
み
は
歪
み
、
壊
れ
る
。

「
で
も
ね
、
君
が
こ
の
世
界
を
愛
す
と
言
う
の
な
ら
、
俺
は
君
に
従
う
よ
。
君

の
愛
す
こ
の
世
界
を
、
君
が
愛
し
た
こ
の
世
界
を
、
も
し
世
界
を
蹂
躙
す
る
奴

じ
ゅ
う
り
ん

等
が
居
る
と
す
る
の
な
ら
、
俺
が
殺
し
尽
く
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

　
俺
は
額
に
手
を
当
て
て
、
笑
み
を
消
し
て
か
ら
、
ス
ッ
と
ベ
ッ
ド
か
ら
下
り
、

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
で
か
ら
線
を
越
え
、
歩
み
始
め
る
。

「
殺
し
て
、
殺
し
て
、
殺
し
尽
く
す
。
誰
一
人
居
な
く
な
っ
た
世
界
で
、
そ
れ

で
も
俺
が
こ
の
最
低
な
世
界
を
愛
せ
な
い
の
な
ら
、
そ
の
時
は
君
を
殺
す
よ
。

眠
り
姫
様
」

　
俺
の
手
は
真
っ
赤
だ
。

　
真
っ
赤
過
ぎ
て
、
肌
の
色
も
解
ら
な
い
。

　
彼
女
の
手
は
真
っ
白
だ
。

　
俺
と
は
正
反
対
だ
。

　
ど
う
し
て
、
此
処
ま
で
差
が
出
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

「
ど
う
し
て
、
君
は
俺
を
呼
ん
だ
ん
だ
い
…
…
？
」

　
病
室
の
扉
を
開
け
、
外
に
出
て
か
ら
そ
う
、
届
か
な
い
問
い
を
投
げ
掛
け
る
。

　
嗚
呼
、
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「
嗚
呼
…
…
、
月
が
綺
麗
だ
」

　
今
宵
は
、
満
月
み
た
い
だ
。
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俺
と
彼
女
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
さ
て
、
こ
の
少
年
と
彼
女
の
関
係
は
？

で
は
で
は
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

君が愛すこの世界で ＝Borad last world＝
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